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□日時：平成３０年４月８日（日）１３時３０分～１６時３０分
□場所：熊本市立図書館（熊本市中央区大江町）２階集会室

第２回「ピースくまもと（仮）」設立準備事務局会の概要報告

１ 開会挨拶 ‥‥設立準備事務局会代表 小山和作
５／１３の準備会設立発足会に向けて、形を作っていく活動となり

ますが、皆様方の力の結集で「１７０万人県民」にこぞって参加いた
だき、この運動を成功させたい。

２ 参加者自己紹介（※敬称略）
○小山和作・久米野安俊・安藤冨士記・上村真理子・堀浩太郎・高野
誠二・三隅康資・吉田正昭・二見正輝・永田昭・赤瀬恵・戸嵜孝行
・石川幸彦・髙谷和生

○オブザーバー参加 本田清悟・熊川果穂
○欠席：矢加部和幸・伊藤利明・多田喜一郎・有馬信一・宮川和夫・
高本謙一・平野順也・青木栄・山野幸司・勝叉俊一・上田欣也・末
永崇

３「戦争遺産フォーラムくまもと」と「戦争を語り継ぐ会」合同研修会
・例会

（１）日時：平成３０年３月２４日（土）午後２時～４時３０分
（２）場所：熊本市国際交流会館５階大広間Ａ
（３）概要報告

○当日概要‥‥当日４２人参加、班協議前に７名退室。ＨＰ内に当日資料と班話合い・アン
ケート内容を掲載済み。
○各班話合い報告‥‥ある程度意識のある方々の参加で、活動への多くの意見を頂いた。
○アンケート内容報告‥‥班話合いは有効であった。

４ 熊本に、戦争と平和のミュージアム「ピースくまもと
（仮）」設立を！ 「設立骨子（案）」の最終確認

○主な意見
「この骨子案だけでは、設立のイメージが伝わりにくい」
「ピースくまもとの名称がわかりにくい」「ピースの意味
が解らない」「民営・公設どちらを目標とするのか。過去
の設立運動挫折の経緯もある」「内容・言葉をさらに整理
してほしい」
○事務局：これまでの話合いのなかで、目指していく三本
の柱や姿を示して、具体的なイメージを高めてきた。分
かりづらいのであれば、作業部会等でさらに意見を出し
合ってほしい。
また、髙谷個人としては、これまで説明したように、「ピ
ース・PEACE」は、小学生英単語としても、最も簡潔で分かり易い万国共通言葉として認
識している。

○事：戦争遺産フォーラムで重ねて協議してきた様に、目標とする活動・施設を「ＮＰＯ法人
・ピースあいち」とした事から、この仮名称をつけた。発足会後協議で名称については、多
様な意見があると思うので、「変わる可能性も有り」と認識している。
ただし、５／１３まではこのままの名称とする。事務局名も、設立間もない変更は不要な

混乱を起こすので、そのまま使用したい。
○事：これまでの話合いでは、当初民営・法人化で、将来的には公設・公営で持続可能となる
よう目指したい。展示内容等も「ピースあいち」スタイルをはじめ、多様な形が想定できる
ので、部会等で重ねて協議してほしい。
また、発言にあった「過去の設立運動の様子や挫折経緯」に関しては、次回に運動に関わ

った皆さん方に教えてほしい。
○骨子案を更に分かり易い様に文言を整理し、２１日の作業部会で話し合い、最終提示する。

５「ピースくまもと（仮）」設立準備会発足会
□日時：平成３０年５月１３日（日）午後２時～５時
□場所：熊本県民交流会館「パレア」第１会議室 １２４人

（１）「ピースくまもと（仮）」設立準備会発足会実施計画（案）の検討
□のぼり旗３本の三隅さんからの寄付、趣旨説明、今後の活用
‥‥発足会当日、多くの注目が集まる様に、のぼり旗を寄贈。各種の活動に活用してほしい。

小山和作代表の挨拶

会議風景、髙谷による資料説明



- 2 -

□開催チラシの配布状況、後援申請状況、報道各機関への案内・紹介
‥‥くまもと戦跡ネット 5000枚、新老人の会 2000枚で、熊本市内でチラシ配布。
後援申請では、熊本市には後援申請中、熊本市教育委員会（県教育長）で受理見込み、ＲＫ
Ｋ・熊日はほぼ申請承諾済み。

□意見発表３名、設立準備会の発足議決、全体進行司会
○主な意見
「熊本空襲体験者の証言の人選が難しい」「一人２０分の発表時間では短いのでは」「議決の
言葉は表現が強いのでは」

○事：１・熊本空襲は赤木さんを第一候補としてお願いしたい。２・戦争遺産は永田さん、３
・戦時資料は上村さんを予定。但し発表２０分間では要点だけとなり、発表時間も再検討し
たい。
議決ではなく「宣言」の表現ではどうか。当日の全体進行は戸﨑さんに担当いただきたい。

□班別話合い司会と記録・各１０人、意見の集約方法、様式は３／２４が基本
○主な意見
「初めて参加する一般の方々に意見の出し合いは難しいのでないか」「班進行や記録の分担
が大変だ」「会場全体会の質疑、感想発表で良いのではないか」「アンケートでの意見集約も
必要、書く時間も設定したほうがよい」
○事：初回でもあり、今回は「班別話合い」は止め、「質疑・意見交換・感想発表」のスタイ
ルに変更したい。
式次第を再検討し、発表時間・アンケート記入時間も確保し、時間配分を再度行う。

□受付担当・体制、参加者名簿と様式、資料代徴収（高校生等は無料）・領収書
‥‥三隅さんを核として、新老人の会・女性部５名程度で対応いただく。参加名簿の様式は
安藤・三隅さんて検討し、再提案とする。

□ＨＰ運用状況、掲載等での課題、今後の活用
‥‥くまもと戦跡ネットＨＰ内に仮置きして、試験運用を開始。研修会の様子等も大きな写
真で紹介している。問い合わせ欄も設定したが、現在の所、問い合わせはない。

□参加体制（各団体最小でも５名・各会例会としての位置づけも）の確認 他
‥‥新老人の会でも世話人に周知を図っている。当日多数の場合のシュミレーションも必要
□当日資料の集約、資料印刷の準備‥‥５／６頃印刷
‥‥髙谷で全資料を集約する。４／３０提出・送付の締め切りとしたい。

５／６（日）午後１時より、ウエルパル熊本１階で資料印刷・綴じ込みも行いたい。

（２）今後の活動方針（案）の提案
①「くまもと戦争遺産の旅（仮）」旅のよろこび株式会社宮川代表からの事業提案
○７／１もしくは７／８、７／２９もしくは８／５の計２回。バス１台４０人。「十三連隊
食堂・黒石原奉安殿・菊池飛行場現地・ミュージアム」の見学コース。昼食は弁当、場所
は泗水公民館大会議室を利用

○主な意見
「両日共に親子参加が良いのではないか」「料金設定が高い」「子ども料金はいくらか」「コ
ースが長すぎるのでは」「弁当を持参もしくは道の駅での購入とすれば少し安くなる」

○事：花房未来の会・合志近代遺産の会で、ここ一週間で期日決定をお願いします。
本バスツアーは、民間事業ベースに載せる企画であり、金額がさらに下げれないか、再

度業者さんと調整する。
子ども対象は、小学生高学年から中学生までとし、料金も確認する。
コースに関しては、戦後７０年企画での実施コースであり、最も妥当であるが、学園大

学構内の歩く距離が最も長く、バス乗車等で工夫が必要。学園大学と交渉する。

②「絵本・戦時資料から見た熊本空襲（仮）」展示会
○７／１０～８／２８の期間、熊本市立図書館にて「くまもと戦跡ネット事業」で市立図書
館との共催で実施予定。上村さん講演会も８／１１に予定。
○事：「ピースくまもと設立準備会後援事業」としても、設定は可能である。多くの参観と
講演会参加をお願いしたい。

③「戦争を語り継ぐ会」での「体験者の証言を聞く機会」が、設定できないでしょうか。
○既に、８月までは期日・会場等は決まっている。会場確保が課題である。
○事：「戦争を語り継ぐ会」のこれまでの独自性を出しながら、年度後半期での実施検討を
お願いしたい。

（３）情報交換会・反省会
□５／１３の夕方６時から‥‥了承いただきましたので、会場を確保し、人数をあたります。
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６ その他
○次回の「第３回ピースくまもと（仮）設立準備事務局会」は、「６月９日（土）１３：３０
から、熊本市立図書館集会室」

○協議内容は、「５／１３発足会課題整理」、「会則・定款、会口座開設」、「各種助成金申請」「Ａ
～Ｃ作業部会の編制案」、「趣意書作成・発起人募集」 他

○事務局会名簿の作製を行いたい。
どこまで記載して良いのか、本日参加の方々は了解がとれたので、欠席の方々の確認をメ

ールで行い。次回６月までの完成する。

以 上

問い合わせ先・連絡先
ピースくまもと設立準備会 事務局長

（くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク代表） 髙谷 和生
自 宅 〒８６５－００６１ 熊本県玉名市立願寺１２６－５
個人携帯 ０９０－１５１３－５５２８

Ｅメール takayanagi912@yahoo.co.jp
http://www.kumamoto-senseki.net/peace-kumamoto/

新参加の堀・二見・久米野・高野さん
オブザーバー参加の本田・熊川さん


